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この調査は，中部浴海州沖合における底曳漁場価値を明民し，魚群の季節的分布，週滋移動伏況

の究明並びに，資源の実態を明らかにして，資源の合理的開発の方向を究明するためのものである。

E 調査方法

1. 調査船

2. 乗組員

3. 調査期笥

4. 調査海域

5. 漁 具

6. 調査方法

E 調 査 経 過

第 1 次 航海

幸洋丸(1 21・22 草 . 4001; S. ) 

船長以下 22名

昭和 41年 1月 16日~同年 5月1日

北緯 42・30'の穂以北，北緯 46l!コ続以南.北緯 420 30'東緯 137 0 の

点と北緯 46・東緯 140.30'の点を結ぶ線以来の海域を除く日本海の海域

中型欄白底曳網(漁具の構造 37年度参照)

37年度参照

40年 12月 14日鯵ヶ沢港を出港し治海州こ向ったが，悪天候のため自由加に至らず. 1月16

日再び青森港を出港し.小樽港を経由して.1月22日治海州沖合漁場に歪l措した@途中の気象は

半時ないし曇り，風力 4-5程度であったが船体への着氷は著しかった。 1月228. 30海区に

て第 1回目の投網を行ない，以後同月 27日迄の実調査日数は6日で，この間 24回の操業を行な

い，総漁獲 16.3341¥9 (総水揚金額 918.855円)をあげた。調査中の気象は風力 2-4で凪に恵

まれたが，気温はー 4--1 2 Dで，寒気が厳しかった。

第 2 次航海

41年 2月19日青森港を出港し，同月 20日漁場へ到着した。途中の気象は南西の風 3-4程

度で船体への着氷もなかった。今航海での大きな特徴としては流氷群の南下に遭遇し. 21， 22日

の両日，流氷群の中で操業した。この現象は過去3ナ年に見られなかったもので，氷の形状は蓮葉

状で直径1-1.5 m. 厚さ 15 c御前後のものが密流し，その間際にクリーム状の氷泥が浮瀞してお

り.約 0.3ノット程度の速さで南下していた。流氷群中での操業はさほど園難を感じなかった。

21日から 26日まで，延24回操業し，総漁獲 17，442 K9， (総水揚金額 674，790円)をあげ

た。

N 調査結果

1月(第 1次). 2月(第2次)の魚種組成は下表のとおりで. 2月に入るとホッケの増加が著

しく， 1月の約 5倍で，総漁獲量の 65.2 %を占めた。ヌマダラも 2月には 11.7 %を占め， 1月

より 3.8%増加したが，そのほかの魚種は.ハツメ，スケンウダラをはじめ. 1月より減少した。
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官〔
曳網 ハツメ ホック スクソ タ フ カ レ 占議五 総水揚
回 数 ウダラ

イEqZb 類
総漁獲量 金額

回{数不能) 警 ~ * 警 KS' IW 円

第 1次航海
24 

5.565 3.675 5.295 1.289 51 0 
841.1.16 

(2) 
742.5 1 6.334 91 8.855 

-1.29 34.1 % 22.5 % 32.4労 7.9% 3.1 % 

第 2次航海 1，944 11.2 14 1.980 2.034 108 

841.2.19 24 726.8 1 7.442 674.7 90 
-3. 1 11.6 % 65.2% 11.4 % 1 1. 7係 0.1 % 

V 考察

この漁場は. 1月にハツメの入網が多く，生殖諌が発達し産卵間近かなものや，放卵しつつある

ものが認められた。とのことから，ハツメは2月に入ると浅深移動をするものと推察されたが，こ

の傾向はスケソウダラ，カレイ類にもみられるようであった。

体融E成の変化は，ハツメの場合1月には 16-25伺に分布し.そのモードは双峰型で 19-20

em， 22-23捌に現われているが， 2月になると分布の巾は狭まり. 13-20emでモードは単

峰型で 17-18emとなった。これは 1，2月とも同一漁場であることから. 1月にモード 22-

23 emの大型群で出現したものはその後産卵を終えて移動し，モード 19--20閣のものが残って，

2月に漁獲されているのではないかと恩われるが，ハツメの生態面では今後の調査が待たれる。
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S. 40年度第 1次 航 海

漁獲物内訳
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氏 40年 度第 2次 航 海

調査船

調査員

調査日数

投網回数

幸洋丸い 21.22 ~手. 400PS) 

村上技師

1 1日(2月げ日青森港出港→ 5月1日八戸入港)

24回 調査水深 220 I:l-330 m 

曳網可能回数 24回

1曳網当り平均漁獲量 7 26.8 K[7 

総漁獲量 17442K[7 

材、水揚金 額 実 674.7 9口円 水揚港，八戸

自

魚種名 ホプケ Jアゾ

fこに カレイ類

漁獲量 11‘21 4 K9 1，944 K;; 1.9 108 K9 

百分率¥ 65.2 % 1 1.6 % I 1.7 % 0.1 % 

K9 単価
中ホYク

63.6円|73円

1 1j'*:1~ 
3.3円「 54円 元ヒ主レ力レグイロ67 pj 卜け

153円 i

5 

-1 0ー

ムロ 計

1 7.4 4 2 K9 

平均K9単価

49円



2月22日 (440 27'ON 1360-33'E) 
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